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第70回国民体育大会
男女総合優勝に向けて

PLAYER’S VOICE

国体開催に向けて進む施設整備

冨田 元輝選手

競技・選手を支える人
山路　明氏

競技紹介
おしらせ情報

「弓道」

国体

音声コードは読上げ装置にて、
情報を音声で聞くことができます。

音声コード

県立総合体育館（仮称）の完成予想パース（平成23年10月完成予定）



第
70
回
国
民
体
育
大
会

男
女
総
合
優
勝
に
向
け
て

国
体
開
催
に
向
け
て
進
む
施
設
整
備

第70回国民体育大会 男女総合優勝に向けた取組

●育成・強化コーチの資質向上
●トップ強化コーチの招へい
●優秀な指導者の確保と
　適正配置

●有望競技者の発掘・育成
●優秀な競技者の発達段階に
　応じた育成・強化
●国体候補選手等の強化指定

●競技力向上対策本部の運営
●県体育協会・競技団体の
　組織強化
●関係団体との連携強化

●スポーツイベントの誘致・開催
●スポーツ医・科学・情報サポート
●企業スポーツ・地域スポーツ
　クラブ等との連携
●練習環境の整備

地上３階建て、延べ面積8129.11㎡、
観客席 ： 2,000席（立ち見含む。）
１Ｆ ： メインアリーナ2390㎡、
　　 武道場950㎡
２Ｆ ： サブアリーナ1040㎡、
３Ｆ ： 機械室

（表紙の写真）
和歌山県立総合体育館（仮称）の概要

　

国
体（
国
民
体
育
大
会
）は
、「
冬
季
大
会
」

と
「
本
大
会
」
の
競
技
得
点
の
合
計
を
競

う
都
道
府
県
対
抗
方
式
で
開
催
さ
れ
、
天

皇
杯
（
男
女
総
合
成
績
１
位
）・
皇
后
杯
（
女

子
総
合
成
績
１
位
）
の
獲
得
を
目
指
し
、
都

道
府
県
代
表
の
競
技
者
が
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
す
。

　

1
9
7
1
（
昭
和
46
）
年
に
本
県
で
開

催
さ
れ
た
第
26
回
国
民
体
育
大
会
（
黒
潮

国
体
）
で
は
、
本
県
は
、
男
女
総
合
優
勝
を

果
た
し
、
そ
の
後
、
昭
和
60
年
代
の
前
半
頃

ま
で
は
概
ね
20
位
以
内
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
が
、
特
に
平
成
14
年
以
降
は
、
40
位
台
に

低
迷
し
て
お
り
、
昨
年
の
新
潟
国
体
で
は
43

位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
優
れ

た
素
質
を
有
す
る
子
ど
も
達
を
組
織
的
・

継
続
的
に
発
掘
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
中
・
長

期
的
に
、
ジ
ュニ
ア
競
技
者
の
競
技
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
本
大
会
で

高
得
点
が
期
待
で
き
る
集
団
競
技
の
強
化
に

重
点
的
に
取
り
組
み
、
競
技
力
向
上
施
策
の

充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
二
巡
目
開
催
と
な
る
2
0
1
5
（
平
成

27
）
年
の
和
歌
山
国
体
で
男
女
総
合
優
勝

を
果
た
す
た
め
に
は
、
今
後
、
県
や
県
体
育

協
会
、
競
技
団
体
、
県
内
企
業
な
ど
県
全

体
が一
丸
と
な
っ
て
、
競
技
力
向
上
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

和
歌
山
国
体
で
は
、
県
有
の
20
施
設
の
ほ

か
、
市
町
村
有
の
37
施
設
、
民
間
の
5
施
設
、

そ
の
他
県
外
の
2
施
設
が
競
技
会
場
と
し
て

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
（
平
成
22
年
2
月

現
在
）。

　

県
有
施
設
に
つ
い
て
は
、
体
操
・
新
体
操
、

柔
道
競
技
の
会
場
と
な
る
新
た
な
県
立
総

合
体
育
館
（
仮
称
）
を
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー

ル
北
隣
に
建
設
す
る
ほ
か
（
平
成
23
年
10
月

完
成
予
定
）、
水
泳
競
技
の
会
場
と
な
る
秋

葉
山
公
園
県
民
水
泳
場
（
和
歌
山
市
）
に
つ

い
て
は
、室
内
プ
ー
ル
へ
の
全
面
建
て
替
え
を
、

さ
ら
に
、
和
歌
山
国
体
の
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
紀
三
井
寺
公
園
に
つ
い
て
は
、
陸
上
競
技

場
と
野
球
場
な
ど
の
改
修
工
事
の
計
画
を
進

め
て
お
り
、
他
の
国
体
関
連
の
県
有
施
設
と

併
せ
て
、
平
成
27
年
の
国
体
開
催
に
向
け
、

着
々
と
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
有
施
設
に
つ
い
て
も
、
国

体
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
体
後
の

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
国

体
開
催
に
向
け
た
施
設
整
備
の
計
画
や
実
施

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
本
県
の
競
技
力
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
も
、
国
体
に
使
用
す
る
す
べ
て

の
施
設
に
つ
い
て
早
期
の
整
備
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

●
●
●
　
●

●
●
●
　

指導体制の確立
競技者の

発掘・育成・強化

支援体制の
整備・充実

組織の
充実・強化

※馬術、ライフル射撃、クレー射撃に
ついては検討中

和歌山市

橋本市

有田市

新宮市

紀の川市

岩出市

開・閉会式
陸上競技
水泳（競泳・水球）
テニス
体操（競技・新体操）
バスケットボール
セーリング
ウエイトリフティング
ハンドボール
自転車（トラック）
相撲
フェンシング
柔道
高等学校野球（硬式）
バスケットボール
銃剣道
サッカー
バレーボール
ソフトボール
軟式野球
バレーボール
軟式野球
サッカー
ボクシング
軟式野球
弓道
サッカー
自転車（ロード）
高等学校野球（軟式）
サッカー
ハンドボール
ソフトボール
ハンドボール
バドミントン
ボウリング

競技名会場地市町村 会場地市町村
紀美野町
かつらぎ町
九度山町
湯浅町
日高町
印南町

日高川町

白浜町

上富田町

串本町

ホッケー
ゴルフ
なぎなた
軟式野球
ホッケー
ゴルフ
軟式野球
山岳
カヌー
（カヌースプリント）
アーチェリー
ソフトテニス
卓球
空手道
サッカー
軟式野球
ラグビーフットボール
レスリング
剣道
カヌー
（スラローム・ワイルド）
サッカー
ラグビーフットボール
高等学校野球（軟式）

競技名

【県外開催の競技】
門真市
（大阪府）
大津市
（滋賀県）

水泳（飛込・シンクロ）

ボート

海南市

御坊市

田辺市

みなべ町

那智勝浦町

北山村

会場地市町村及び開催競技（正式・特別）



１
９
５
４
年
、鹿
児
島
県
生
ま
れ
。55
歳
。現
役
時
代
は
レ
ス
リ
ン
グ
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
選
手
と
し
て
活
躍
。国
士
舘
大
時
代
に
全
日
本
選
手

権
57
㌔
級
優
勝
の
ほ
か
、国
体
や
全
米
選
手
権
で
も
優
勝
し
た
。和
歌

山
東
、和
歌
山
北
、和
歌
山
工
業
３
高
校
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
顧
問
と
し

て
後
に
五
輪
で
活
躍
し
た
出
口一
也
、湯
元
健
一
ら
を
育
て
た
。県
レ
ス

リ
ン
グ
協
会
の
強
化
部
長・ヘッ
ド
コ
ー
チ
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
を
決
め
る
第
58
回
全
日
本
相
撲
選

手
権
（
昨
年
12
月
６
日
、
東
京
・
両
国
国
技
館
）
で
、

和
歌
山
市
出
身
の
日
大
４
年
生
、
冨
田
元
輝
（
22
）
が

初
優
勝
し
た
。
１
９
８
０
年
の
第
29
回
大
会
で
父
の
故

忠
典
さ
ん
も
手
に
し
た
天
皇
杯
に
親
子
の
名
が
刻
ま
れ

る
の
は
史
上
初
。
目
標
だ
っ
た
父
に
「
や
っ
と
追
い
つ
け

た
か
な
、
て
感
じ
で
す
」
と
。

　

天
皇
杯
３
度
目
の
挑
戦
。「
昨
年
ま
で
は
来
年
に
つ
な

が
る
相
撲
を
」
と
気
負
い
が
あ
っ
た
が
「
今
年
は
大
学
最

後
な
ん
で
自
分
ら
し
い
相
撲
を
と
ろ
う
」
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
臨
め
た
。
加
え
て
11
月
の
全
国
学
生
選
手
権
団
体

戦
で
３
年
ぶ
り
に
チ
ー
ム
を
優
勝
に
導
い
た
日
大
主
将
と

し
て
使
命
感
を
果
た
せ
た
安
堵
感
も
あ
っ
て
「
気
楽
に

相
撲
が
と
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

国
体
、
学
生
横
綱
に
続
き
３
冠
を
狙
っ
た
本
命
の
森

本
太
良（
拓
大
４
年
）が
予
選
で
姿
を
消
し
、対
抗
馬
だ
っ

た
前
年
度
優
勝
の
松
永
六
十
四
（
長
崎
・
猶
興
館
高
教

諭
）
は
準
々
決
勝
で
冨
田
が
破
っ
た
。「
狙
っ
て
な
か
っ
た
」

天
皇
杯
だ
っ
た
が
決
勝
は
意
識
し
た
。

　

伊
東
良
（
タ
カ
ノ
）
に
対
し
「
先
に
ま
わ
し
を
取
っ
て

つ
り
上
げ
る
」
父
譲
り
の
つ
り
相
撲
を
頭
に
浮
か
べ
て
い

た
が
、「
立
ち
合
い
し
っ
か
り
当
た
っ
て
前
へい
け
た
」

こ
と
で一
気
に
土
俵
際
へ
押
し
込
み
突
き
倒
し
た
。
史
上

初
の
親
子
ア
マ
チ
ュ
ア
制
覇
の
瞬
間
は
「
よ
く
覚
え
て
い

な
い
。
で
も
と
に
か
く
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」。

　

中
学
３
年
生
の
時
、
忠
典
さ
ん
が
他
界
。
こ
れ
が
き
っ

か
っ
け
で
県
立
和
歌
山
商
業
高
校
に
進
学
し
、
相
撲
を

本
格
的
に
始
め
た
。
忠
典
さ
ん
の
取
り
組
み
は
ビ
デ
オ

で
見
た
ぐ
ら
い
だ
が
「
追
い
つ
け
な
い
存
在
」
と
思
わ
せ

る
ほ
ど
力
強
い
姿
が
頭
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　

と
も
に
手
に
し
た
天
皇
杯
を
見
つ
め
「
や
っ
と
追
い
つ

け
た
か
な
、
て
感
じ
で
す
」
と
し
な
が
ら
も
「
で
も
力

的
に
は
ま
だ
ま
だ
」
と
目
標
と
す
る
背
中
は
大
き
い
。

墓
前
に
は
「
優
勝
し
た
よ
」
と
だ
け
報
告
す
る
つ
も
り
。

「
お
父
さ
ん
は
『
お
め
で
と
う
』
っ
て
言
う
ぐ
ら
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
照
れ
笑
う
。

　

高
校
時
代
の
恩
師
・
松
本
透
・
和
商
相
撲
部
顧
問
は

同
部
初
の
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
の
誕
生
に「
う
れ
し
い
の一
言
。

教
え
子
の
活
躍
は
教
師
み
ょ
う
利
に
尽
き
る
。
こ
れ
に

満
足
せ
ず
社
会
人
に
な
っ
て
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
。
兄
・
有
輝
さ
ん
は
今
大
会
予
選
落
ち
し
た
が
「
来

年
は
天
皇
杯
を
獲
り
ま
す
。
元
輝
に
は
負
け
ま
せ
ん
」

と
親
子
、
兄
弟
制
覇
を
約
束
す
る
。

　

冨
田
は
、
こ
の
優
勝
で
大
相
撲
幕
下
15
枚
目
格
付
け

出
し
資
格
を
得
た
が
、
卒
業
後
は
父
と
同
じ
和
歌
山
県

庁
へ
の
就
職
を
希
望
。

　

次
な
る
目
標
は
忠
典

さ
ん
も
で
き
な
か
っ
た「
連

覇
」
と
き
っ
ぱ
り
。
加
え

て
「
地
元
に
も
貢
献
し
た

い
」
と
和
歌
山
国
体
を

見
据
え
「
兄
弟
で
出
場

し
て
団
体
優
勝
が
し
た

い
」
と
意
欲
を
示
す
。

日本大学４年生
げ ん きと み た

冨田  元輝選手

天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権

和
商
出
身
の
冨
田（
日
大
）、

史
上
初
の
親
子
横
綱

亡
き
父
に「
や
っ
と
追
いつ
け
た
か
な
…
」

山
路　

明
氏

県
立
和
歌
山
工
業
高
校
教
諭
、レ
ス
リ
ン
グ
部
顧
問

や
ま

じ

あ
き
ら

競技・選手を 

優勝報告のため仁坂吉伸知事を表敬訪問
（平成21年12月15日）

　
ソ
ウ
ル
五
輪
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
１
３
０
㌔
級
６
位
の
出
口

一
也
（
紀
北
工
業
高
教
諭
）
や
北

京
五
輪
同
60
㌔
級
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

の
湯
元
健
一
（
綜
合
警
備
保
障
）

ら
主
要
大
会
で
活
躍
す
る
多
く
の

選
手
を
育
て
て
き
た
。「
も
し
自
分

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
いっ
て
た
ら
育
て

ら
れ
ん
か
っ
た
か
も
知
れ
ん
な
」。
現
役
時
代
は
モ
ス
ク
ワ
五

輪
を
目
指
し
た
が
日
本
の
不
参
加
で
断
念
、
五
輪
を
あ
き

ら
め
「
和
歌
山
へ
骨
を
埋
め
る
覚
悟
を
決
め
た
」。

　

道
場
に
足
を
運
ぶ
の
は
「
生
活
の一
部
」、
55
歳
の
今
も

高
校
生
選
手
と
実
戦
で
汗
を
流
す
日
も
あ
る
。「
ど
う
し
た
ら
強
く
な
る
か
」
と
悩

ん
だ
日
々
は
数
知
れ
な
い
が
「
そ
の
た
び
に
子
ど
も
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
教
え
ら
れ
て

き
た
」と
振
り
返
る
。「
や
っ
て
る
以
上
は
勝
ち
た
い
。
で
も
結
局
は
、ど
ん
な
世
界
に
いっ

て
も
負
け
な
い
、
く
じ
け
な
い
精
神
と
体
力
を
つ
く
れ
れ
ば
十
分
な
ん
だ
」
と
指
導

者
と
な
っ
て
30
年
が
過
ぎ
導
い
た
答
え
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
で
毎
年
の
よ
う
に
上
位
入
賞
者
を
出
す
県
高
校
レ
ス
リ
ン
グ

界
。そ
れ
で
も「
こ
こ
３
、４
年
は
高
校
で
レ
ス
リ
ン
グ
を
す
る
子
ど
も
も
減
っ
て
き
た
」。

ジ
ュニ
ア
ク
ラ
ブ
は
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
中
学
校
で
部
活
動
が
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
。

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
続
け
る
中
学
生
と
高
校
生
の
合
同
練
習
を
定
期
的
に
開
く
な
ど
普

及
に
努
め
る
も
目
立
っ
た
成
果
は
出
て
い
な
い
。「
強
く
す
る
た
め
に
は
練
習
も
厳
し

く
な
る
。
で
も
厳
し
い
と
人
数
が
減
る
」
と
ジ
レ
ン
マ
に
頭
を
悩
ま
す
。「
部
員
が
多

け
り
ゃ
多
い
ほ
ど
ガ
ッ
ツ
あ
る
練
習
が
で
き
る
ん
だ
け
ど
ね
」
と
寂
し
く
笑
う
。

　

地
元
国
体
に
向
け
て
は
開
催
時
に
高
校
２
、
３
年
生
に
な
る
中
学
生
の
育
成
が
カ

ギ
で
高
校
生
と
の
交
流
を
今
以
上
に
深
め
る
考
え
。
成
人
の
部
で
は
健
一
、
進
一
（
自

衛
隊
）
の
湯
元
兄
弟
を
チ
ー
ム
の
核
に
据
え
、
現
在
の
高
校
生
が
「
厳
し
い
関
東
で

力
を
つ
け
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
れ
ば
」
と
期
待
。「
和
歌
山
の
子
が
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て

く
れ
る
か
本
当
に
楽
し
み
」
と
胸
を
膨
ら
ま
す
。

PLAYER’S
VOICE父

越
え
の
連
覇
に
「
頑
張
る
だ
け
」

時に厳しく選手らを指導する
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近
的
は
、
28
㍍
先
の
直
径
36
㌢
の
霞

的
に
当
た
っ
た
矢
の
本
数
を
競
う
（
的
中

制
）。
遠
的
は
、
中
心
に
近
い
ほ
ど
得
点

が
高
い
直
径
１
０
０
㌢
の
色
的
を
60
㍍
先

か
ら
狙
う
得
点
制
で
競
わ
れ
る
。
い
ず
れ

も
団
体
戦
で
１
チ
ー
ム
３
選
手
の
構
成
。

一
人
の
選
手
が
４
本
の
矢
を
射
る
。
近
的

は
的
中
合
計
数
、
遠
的
は
合
計
得
点
で

争
う
。
和
歌
山
県
チ
ー
ム
は
、
平
成
20

年
の
第
63
回
大
分
国
体
で
少
年
女
子
が

近
的
で
８
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
た
ほ

か
、
昨
年
の
第
64
回
新
潟
国
体
で
は
成

年
女
子
が
遠
的
で
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

　

剣
道
、
柔
道
と
並
び
歴
史
と
伝
統
あ

る
日
本
武
道
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が一
般
的
に

馴
染
み
の
薄
い
弓
道
。
そ
の
み
ど
こ
ろ
に

つ
い
て
県
弓
道
連
盟
会
長
の
鈴
木
住
尚
さ

ん
（
78
）
は
「
静
中
動
の
バ
ラ
ン
ス
が
弓

道
で
は一
番
大
事
な
こ
と
。
静
か
な
中
で

見
え
て
く
る
選
手
た
ち
の
内
心
の
動
き
を

感
じ
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
よ
う

張
り
詰
め
ら
れ
た
緊
張
感
を
割
く
矢
に

選
手
た
ち
の
思
い
が
宿
る
。

　

約
2.2
㍍
の
弓
は
力
ま
か
せ
に
引
く
の
で

は
な
く
「
骨
で
引
く
」
と
鈴
木
さ
ん
が

表
現
す
る
よ
う
形
が
大
切
。
静
中
動
の

バ
ラ
ン
ス
が
わ
ず
か
で
も
乱
れ
れ
ば
照
準

は
大
き
く
狂
う
。
そ
れ
は
「
近
的
で
30

倍
」。
射
位
（
弓
を
射
る
位
置
）
で
１
㍉

狂
え
ば
的
で
は
３
㌢
の
ズ
レ
に
な
る
と
い

う
。
射
位
に
立
ち
、
的
を
見
据
え
た
時

か
ら
矢
が
放
た
れ
た
後
の
姿
勢
ま
で
の
基

本
動
作
を
８
つ
の
節
に
分
け「
弓
道
八
節
」

（
射
法
八
節
）

と
呼
ぶ
が
、
こ

の
間
は
「
清
澄

な
心
を
保
た
な

け
れ
ば
的
を
射

る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
鈴
木

さ
ん
。
そ
う
し

て
放
た
れ
た
矢
の
行
方
は
「
弦
音
を
聞
け

ば
的
を
射
た
か
ど
う
か
分
か
る
」。

　

日
高
高
校
を
最
北
に
紀
中
か
ら
以
南

ま
で
県
立
９
高
校
に
弓
道
部
が
あ
る
が
、

紀
北
で
は
皆
無
。
遠
的
射
場
も
田
辺
市

に
唯
一
あ
る
の
み
で
決
し
て
盛
ん
で
は
な

い
。
鈴
木
さ
ん
は
、
文
科
省
が
中
学
校

体
育
で
武
道
の
必
修
科
目
化
を
打
ち
出

し
た
こ
と
や
、
地
元
国
体
を
契
機
に
「
指

導
者
を
育
成
し
、
紀
北
で
も
取
り
組
む

学
校
な
ど
が
出
て
き
て
ほ
し
い
」
と
願
い

な
が
ら
、「
年
１
回
の
例
会
や
毎
月
の
射

会
を
通
し
、
戦
う
た
め
の
選
手
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

静中動のバランスが大切 清澄な心保ち射る的

黒潮国体展示用パネルを
貸し出します

弓道シリーズ
競技
紹介

紀中から以南で盛んな弓道

弓道八節の「会」の姿勢。写真は鈴木さん

新
潟
国
体
、成
年
女
子
が
遠
的
初
優
勝

新
潟
国
体
、成
年
女
子
が
遠
的
初
優
勝

大
分
国
体
で
は
近
的
で
少
年
女
子
Ｖ

か
す
み

ま
と

い
ろ
ま
と

し
ゃ
ほ
う
は
っ
せ
つ

つ
る
ね

おしらせ情 報
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